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令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果について 
 

初秋の候、保護者の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。ま
た、日頃より本校の教育活動に対しまして、深いご理解と温かいご支援を賜り、深く感謝
申し上げます。  

さて、４月に児童の学力・学習状況の把握分析を目的として６年生で実施した「全国学
力・学習状況調査」の結果及び分析についてご報告いたします。  
 

【国語】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
【算数】 
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【学習指導要領の領域の  

平均正答率を全国と比較】 

全国平均を上回っている  

 ◇我が国の言語文化に関する  

事項  

 ◇書くこと  

全国平均とほぼ同程度であるが

やや上回っている領域  
 

 ◇言葉の特徴や使い方に関 

する事項 

 ◇話すこと・聞くこと 

全国平均とほぼ同程度であるが、

やや下回っている領域  
 

 ◆情報の扱いに関する事項 

 ◆読むこと 

 
●情報と情報との関係付

けの仕方、図などによ 

 る語句と語句との関係

の表し方を理解し使う

こと。 

  

●時間的な順序や事柄の

順序などを考えながら、

内容の大体を捉えるこ

と。 

 
○複雑な事柄を分解して捉え
たり、多様な内容を要素ご
とに分類したりする際に、
短い語句で端的に表し、図
で表しながら考えをまとめ
る学習活動の充実。 

 

○時間的な順序を表す言葉
（「昔」、「今」、「次」など）、
時を表す言葉（「奈良時代」、
「平安時代」など）に着目
し、その言葉に印を付けな
がら読んだり、大事な言葉
を抜き出し、矢印でつない
だりするような学習活動の
充実。 

本校の概要 今回の調査における課題 課題を改善するために 

【学習指導要領の領域の  

平均正答率を全国と比較】 
 
 
全国平均より上回っている領域  

 

◇測定 

◇変化と関係 

◇データの活用 
  
全国平均とほぼ同程度であるが、

やや上回っている領域  
 

 ◇数と計算  

 ◇図形 
  
 

 
●平行四辺形の性質を基 

に、コンパスを用いて 

平行四辺形を作図する 

こと。 

 

●異分母の分数の加法の 

計算をすること。 

例）1/2＋1/3 を計算しま 

しょう。 

 
○辺の長さや角の大きさ、辺
の位置関係に着目して、図
形の構成の仕方について考
察する活動の充実。 

 

 

○分数の加法及び減法の計算
の仕方を分数の意味や大き
さに着目して考える活動の
充実。 

本校の概要 今回の調査における課題 課題を改善するために 



【理科】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【本校児童の質問紙調査の結果から】 
 本校６年生児童の調査結果のなかで、『よかったところ（全国平均よりも高かった項目）』『今後の課

題（全国平均よりも低かった項目）』をお伝えします。  

【よかったところ（全国平均に比べ「肯定的な回答が上回ている」もの）  】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の課題 （全国平均に比べ「肯定的な回答が下回っている」もの）  】  

では、自分  

〇自分にはよいところがあると思う。  

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。  

○困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。  

○分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学びを考え、工夫することができる。 

○自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を作成する（文字、コメントなど）ことができる。  

○自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作  

成することができる。  

○５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資  

料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していた。  

○学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりす  

ることができる。  

○国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。  

○理科の勉強は得意。  

○理科の勉強は好き。  

○理科の授業の内容はよく分かる。  

○理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。  

○自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだたりしている。 

○理科の授業では、問題に対して対して答えがどのようになるのか、自分で予想（仮説）を考えている。 

●地域の大人に授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んで  

もらったりすることがある。  

●総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの

学習活動に取り組んでいる。  

●国語の授業で、目的に応じて説明的な文章を読み、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情  

報を見付けている。  

●小数や分数の計算をするとき、工夫して計算しようとしている。  

 

本校の概要 今回の調査における課題 課題を改善するために 

【学習指導要領の領域の  

平均正答率を全国と比較】 
 
 

全国平均を上回っている領域  
 
 ◇「粒子」を柱とする領域 

 ◇「地球」を柱とする領域 

全国平均とほぼ同程度であるが

やや上回っている領域  
 

 ◇「生命」を柱とする領域 

全国平均とほぼ同程度であるが

やや下回っている領域  

 ◆「エネルギー」を柱とする 

  領域  

 
●乾電池のつなぎ方につ

いて、直列つなぎに関 

する知識が身に付いて

いること。 

 

●身の回りの電気を通す

物と磁石に引き付けら

れる物との差異点や共

通点について理解する

こと。 

●レタスの種子の発芽の

条件について、差異点 

や共通点を基に、新た 

な問題を見出し、表現 

すること。 

 
○ものづくりでできた装置を
図で表現したり、設定した
目的を達成できているかを
振り返り、修正したりする
学習活動の充実。 

○物質の性質に関する理解を
深めるために、学習した知
識を既習の内容や他の学習
や生活と関係付け、習得し
た知識を整理した学習活動
の充実。 

○問題を見いだす力を育むた
めに、観察、実験の結果を
比較して、差異点や共通点
を基に、具体的な条件に着
目し、一人一人が見いだし
た問題をノートに書くなど
の、思考し表現する活動の
充実。 


